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【概 要】

深刻な出生率の低下に伴う急速な少子化が進展する現在、国家は衰退の危機を迎えつ

つある（朝日新聞、2004 年 6 月 10 日 。これは、単に“子供を産むための社会的な環）

境不備”だけでなく 『妊娠・出産に伴う母体と胎児に対する様々な危険因子』を回避、

、 。できないことに大きく起因しており 妊娠時疾患の仕組みを理解することが必須である

妊娠中の母体環境は胎盤を介する胎児との物質交換などの生理的相互作用によって構築

、 、「 」 「 」されることから 妊娠時疾患発症の分子メカニズムを解明する場合 母体 → 母胎

（母胎間ネットワーク）という概念への転換が必要である。妊娠中毒症や子宮内胎児発

育遅延（IUGR）などにおいて、胎児の発育のみならず組織傷害を含めた母体の恒常性に

大きな影響力を持つ母胎間ネットワークについての解明は全く行われておらず、有効な

治療法は存在しない。そこで本研究は、当研究室で開発した妊娠高血圧モデルマウスを

用いて、妊娠時の恒常性維持とその破綻によって生じる病態発症メカニズムを明らかに

するための基礎的研究を推進する。

【期待される成果】

妊娠中毒症の特徴は、高血圧を主体とする症候群であり、全身各臓器に多様な病変を

引き起こす。さらに、胎児においては IUGR が併発することが知られており、これは周

産期死亡の直接的な原因とも考えられている。全妊婦の約 10 ％と高頻度に発症し、初

産婦と高齢妊婦ではその発症率が 20 ％以上と特に高く、母子ともに生命の危険が増大

する。また、IUGR で生まれた新生児は、周産期死亡率が高いことに加え、成長後の生

活習慣病への罹患率が高いことが判明しており、妊娠時疾患の病態改善は急務である。

本研究の成果から、効果的な診断マーカーや予防法の考案が可能となり、妊娠出産の健

全化を図りその質を向上させる基盤を提供することが期待できる。
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